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「スレッド事始め」

往年の、そして最近ではリニューア

ルされたらしい学園ドラマ「金八先生」

の生徒たちは、授業中に勝手に言いた

いことを言っているように見えますが、

実はある種の“規則”を厳格に守って

います。ドラマだから当たり前なので

すが、生徒はみなさん“順にひとりず

つ”発言しているのです。

ここで、「発言すること」をタスクと

考えるなら、現実の教室では、あちこ

ちで無駄話が同時進行するのが普通で

す。これは、コンピュータの中で、さ

まざまなタスクが同時進行するのに似

ています。そうです、今月は「マルチ

タスク」の話です。

ファイルをダウンロードしている最

中に、ワープロを使うことができるの

も、マルチタスクだからです。いつの

まにかマルチタスクという言葉は、あ

まりにも身近になりすぎてしまい、そ

の有難さも感じないほどです。一昔前

までは、マルチタスクの類は非常に高

度な技法で、とても素人の手の届くも

のではありませんでした。実際、マル

チタスクは相応のハードウェアとソフ

トウェアを必要としたのです。ところ

が、今日、文字通り、ありとあらゆる

コンピュータが、悠々とマルチタスク

をこなしています。パームトップの類

にしても同様です。

マルチタスクを楽々とこなすPCは、

みなさんの周りに無数にあります。

Windowsもしかり、Linuxもしかりで

す。でも、マルチタスクのプログラミ

ングの話になると、まだまだ敷居の高

さを感じてしまいます。本当は非常に

簡単なのですが、それほどポピュラー

でないのも事実。その原因のひとつに、

マルチタスク関係の用語法が確立して

いないということがあります。たいし

て標準化されていない標準規格がいく

つもあります。ここでは、Windowsで

標準と思われる用語を使いますが、そ

れは次のようなものです。

「マルチタスク」とは、言うまでも
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なく複数のタスクを同時にこなすこと

ですが、「タスク」という概念が明確で

はありません。まず、ここで、これを

「プロセス」と「スレッド」に分類する

ことにしましょう。各々の意味は以下

のとおりです。

プロセス ：通常の意味でのプログラム

スレッド：プロセス内部で走るサブプ

ロセス

図1のような感じです。

この図では、プロセスはみなスレッ

ドを含んでいます。ここでみなさんは、

「プロセスはみなスレッドをもっている

のであろうか？」という疑問をもたれ

るかもしれません。この答えは、一般

論としては“No”ですが、モダンな

.NETの世界では“Yes”です。これに

関しては、後で触れます。

プロセスとスレッドの具体例

例をあげてみましょう。みなさんの

Windows PCで「タスクマネージャ」を

起動すれば、「パフォーマンス」タブの

左下に、図2にあるようにプロセスとス

レッドの数が表示されます。この図は

私が目下原稿を書きつつある日本語版

Windows 2000での例ですが、261のス

レッドと30のプロセスが実行中である

ことを意味します。ここで、“実行中”

と言いましたが、正確には「起動され

た状態にある」と言うべきでしょう。起

動されたが、何もやることがないので

仮眠中のプロセスもあるでしょうから。

さて、ここで「プロセスとは通常の

意味でのプログラム」と書きましたが、

これは必ずしも目に見えるところで走

るアプリケーションプログラムとは限

りません。タスクマネージャの「プロ

セス」タブに実行中のプロセスがみな

表示されますが、その多くは目に触れ

ぬところでシステム関係の仕事を担当

する「サービス」と呼ばれるものです。

このようなサービスなどは決して普通

の意味でのユーザーのプログラムでは

ないのでしょうが、「普通のシステム寄

りのプログラム」であり、プロセスの

一種なのです。このようなプロセスに

対して、ユーザー寄りのワープロなど

のプログラムは「アプリケーション」

と呼ばれています。これもタスクマネ

ージャの「アプリケーション」タブで

見ることができます。

スレッドは、これら個々のプロセス

の内部で同時走行可能な小さなプロセ

ス（サブプロセス）のようなものです。

このサブプロセスは“サブプログラム”

とも呼ぶことができ、“サブルーチン”

と混同されそうですが、実際、一種の

サブルーチンのようなものでもありま

す。もっとも、サブルーチンは“呼び

出す”のに比べ、スレッドの場合は

“起動する”、ないしは“生成する”と

言います。雰囲気的には次のような違

いです。

みなさんが「田中君」の上司である

としましょう。この田中君がサブルー

チンであれば、「田中君に仕事を頼んで、

田中君がその仕事を完了するまで何も

しないで待つ」ことになります。

一方、この田中君がスレッドであれ

ば、田中君に仕事を頼んで、こっちは

こっちで自分の仕事を続けることがで

きます。さらに、山田君というスレッ

ドもあるとしましょう。すると、「この

山田君にも仕事を頼んで、こちらは独

自に自分の仕事をし続ける」ことがで

きるのです。

それでは、ここでWordを起動してみ

ましょう。タスクマネージャを見ると、

図3のように、プロセスがひとつ増えて

“31”になりました。スレッドは“268”

になりましたから、7つ増えたことにな

ります。単純に考えると、Wordという

プロセスが7つのスレッドをもっている

ことになります。実際、新しいスレッ

ドの多くは新しいプロセスの中にある

のでしょうが、そうでないスレッドが

ある可能性もあるので、ここでは深く

追求しません。その代わりに後で簡単

な例題を作り、これを実際に走らせて

タスクマネージャで見てみることにし
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